
 

 

公表： 2022 年 2 月 5 日                             事業所名：こどもサポート教室「きらり」掛川校 

    

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  改善目標、工夫している点など  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適

切であるか  
 2 3  1  ４月より移転し対応。 

②  
職員の配置数は適切であるか  

 
4  1  1 

４月より指導員、保育士２名増員で対

応。 

③  
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が

適切になされているか  
2  2  1 

室内にはないが、入り口を出ると段差がある

為、改善を検討中。 

業

務

改

善 

④  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標

設定と振り返り）に、広く職員が参画しているか  
 6     毎日の朝礼の情報を共有している。 

⑤  

保護者等向け評価表を活用する等によりアンケー

ト調査を実施して保護者等の意向等を把握し、

業務改善につなげているか   6     

ガイドラインに定める期間に評価表を配布。

ご指摘いただいた内容については改善でき

るよう努めている。送迎時には保護者様の

ご意向を伺い、改善を図っている。 

⑥  
この自己評価の結果を、事業所の会報やホームペ

ージ等で公開しているか  
 ６     

HP 及び校舎入り口に掲示し、公表してい

る。  

⑦  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務

改善につなげているか  
 2 1   2  現在検討している。 

⑧  

職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確

保しているか   6     

 月 1 以上の研修と日々申し送りの際、分

からない部分は皆で調べるなどの資質の向

上を図っている。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑨  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサ

ービス計画を作成しているか  

 6     
定期的にアセスメントを実施し個別支援計

画に反映させている。 

⑩  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ

れたアセスメントツールを使用しているか  
 6     

 必要に応じ発達検査に利用する道具を使

用し、特性を把握している。 

⑪  活動プログラムの立案をチームで行っているか   4 1  1  

 主に担当者がプログラムの立案を行うが、

朝礼にて職員全員で支援内容の検討を行

っている。また、相談しやすい人間関係を職

員一人一人が意識し、協力しやすい環境

である。 

⑫  活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか  6      常に教材や課題の研究を行っている。 

  事業者向け 放課後等デイサービス自己評価表（公表） 



また、担当制ではなく、色々な指導員が関

わることで、プログラムが固定されないように

している。 

⑬  

平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細や

かに設定して支援しているか  

 5 1    

 毎回プログラムを作成し、支援に当たってい

る。月１の集団活動にも、参加者の年齢

や特性を考慮し支援プログラムを作成して

いる。 

⑭  

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適

宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成

しているか  

 6     
 個別のみならず、月 1 回の小集団活動を

行っている。 

⑮  

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日

行われる支援の内容や役割分担について確認して

いるか  

 4  2   

 1 対 1 のため、分担などはないが、支援前

後や保護者との申し送りの際の安全確保の

ための分担を行っている。 

⑯  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その

日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等

を共有しているか  

 6     

 朝礼にて行っているが、気付いた点はすぐ

に児発管に報告をし、時間を見つけ、話を

共有している。 

⑰  
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底

し、支援の検証・改善につなげているか  
 6     

キントーンを利用し、PC で管理。それ以外

にも、毎回のプログラムに子どもの表れを記

録し、検証、改善を行っている 

 

⑱  

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ

ス計画の見直しの必要性を判断しているか   6     

モニタリング会議を行い、保護者様の聞きと

り、必要に応じ、学校に伺い、様子を把握

した上で計画の見直しを行っている。 

⑲  
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせ

て支援を行っているか  
 6     

その子の特性を考慮し、活動を組み合わせ

支援している。 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

⑳  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参

画しているか  

 6     参加できるよう勤務調整を行っている。 

㉑  

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交

換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整

（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか  

 5     

積極的に関係機関連携会議を企画し連

携のとれる体制を築き、情報の共有を行っ

ている。 

㉒  
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、

子どもの主治医等と連絡体制を整えているか  
 2  2   受け入れられるよう検討中。 

㉓  

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こど

も園、児童発達支援事業所等との間で情報共有

と相互理解に努めているか  

 5     
積極的に関係機関と連携をとれるよう努め

ている。 

㉔  

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から

障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それ

までの支援内容等の情報を提供する等しているか  

 6     

移行がスムーズにできるよう、情報の交換は

もちろん、指導員がまず見学に伺い、初回

の不安の多いお子さんには、付き添う等、ス



や

保

護

者

と

の

連

携 

ムーズに移行できるよう相談支援事業所、

障害市福祉サービス事業所と相談・計画し

ながら行っている。 

㉕  

児童発達支援センターや発達障害者支援センタ

ー等の専門機関と連携し、助言や研修を受けてい

るか  

 6     研修に参加している。 

㉖  
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のな

い子どもと活動する機会があるか  
   1  4 現状行っていない。 

㉗  
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加し

ているか  
 3  3   

コロナ禍で開催は減っているが、案内がある

ものには参加している。  

㉘  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持ってい

るか  

 6     

支援後、日々の様子を伺っている。また、送

迎時の保護者様の様子に変化はないか常

に気を配るよう努めている。 

㉙  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者

に対してペアレント･トレーニング等の支援を行ってい

るか  

 5     

集団の相談会で簡単ではあるが、行ってい

る。 

  

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉚  
運営規程、支援の内容、利用者負担等について

丁寧な説明を行っているか  
 6     

重要事項説明書に詳細を記載し、契約時

説明をおこなっている。 

㉛  
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適

切に応じ、必要な助言と支援を行っているか  
 6     

相談を随時受け付けている。また、送迎

時、受付している児発管やフィードバック中

に指導員が様子を伺うようにしています。積

極的に事業所内相談を行っている。 

㉜  

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開

催する等により、保護者同士の連携を支援してい

るか  

 5     

集団の相談会を年２回行っている。 

  

  

 

㉝  

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制

を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦

情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか  

 6     

苦情の窓口担当者を設け、迅速に対応で

きるよう処理体制や手順をいつでも見ること

ができるよう掲示している。 

 

㉞  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して

発信しているか  

 6     
ブログやインスタグラム、LINE を使用し、お

知らせしています。 

 

㉟  個人情報に十分注意しているか   6     

 個人情報の書かれた資料や PC はカギの

かかる場所に保管し、持ち出しを制限して

いる。 

㊱  

障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報

伝達のための配慮をしているか   6     

 特性に応じて絵カードやマカトンサインなど

を利用し、外国籍の保護者には母国語の

書類を用意している。 



 
㊲  

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開

かれた事業運営を図っているか  
 1 1  3   現状行っていない。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知してい

るか  

 4 1    

 避難先など契約時に配布・説明し、入り

口に掲示。各種マニュアルはいつでも閲覧で

きるようにし、定期的に確認を行っている。 

㊴  

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ

の他必要な訓練を行っているか   6     

毎月様々な場面を想定した訓練を行って

いる。利用者や保護者の参加をお願いして

いる。 

㊵  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしているか  
 6     

 毎年研修を行っている。県西部地区のきら

りで委員会を設置している。 

㊶  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に

十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサー

ビス計画に記載しているか  

 6     

 重要事項説明書に詳細を記載し、契約

時に説明。個別支援計画にも記載し、７

説明を行っている。 

㊷  

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされているか  

 4 2    

 契約時、新年度ごと聞きとり、書面にて確

認している。食事提供は行っていないが、イ

ベントなどで市販の菓子を提供する際、その

都度確認している。 

㊸  

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して

いるか   6     

 報告書を作成し、閲覧している。また、一

年に一度危険な場所、危険なことはないか

点検・話し合いを行っている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

公表： 2022 年 2 月 5 日    

  

事業所名：こどもサポート教室「きらり」 掛川校         保護者等数（児童数）： 35 収数：27 割合：  77 ％  

 

   チェック項目  はい  
どちらともいえ

ない  いいえ  ご意見、ご意見を踏まえた対応 

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か               
 18 8 1  

・道路から（入口が）すぐなのが少し怖いで

すね。 

・少し狭いと思っています。 

・送迎時密になりやすい。 

４月に移転します。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか      26 1    

適切な数が分かりませんが、少し減ったのでど

ちらともいえないです。 

４月に２名増員致します。 

③  
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバ

リアフリー化の配慮が適切になされているか                  
 8 15 4 

入口が少し危ないと感じています。 

４月に移転します。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

④  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、放課後等デイサービス計画 i が作成され

ているか  

 26 1      

⑤  
活動プログラム ii が固定化しないよう工夫されている

か  
27       

⑥  
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のな

い子どもと活動する機会があるか  
 7  8  10 

学校で充分交流できるので無くても困らな

い。  

そのようなご意見が以前から多くいた

だくため、行っていないのが現状で

す。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑦  
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明

がなされたか  
26  1    

⑧  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

27       

⑨  
保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支

援が行われているか  
 24 2      

⑩  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

 18 5 3 

たくさんの助言をいただいています。ありがとう

ございます。子どもが学校へ行っている時間

や子どもを療育していただいている時間で開

催していただけるとうれしいです。 

ありがとうございます。４月に移転し

ましたら、場所が広く SSTひろばと同

時開催が可能になる為、検討していま

  保護者等向け 放課後等デイサービス評価の集計結果（公表） 



す。ぜひ、開催時にはご参加くださ

い。 

⑪  

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を

整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、

苦情があった場合に迅速かつ適切に対応している

か  

24 2      

⑫  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
 27        

⑬  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信してい

るか  

23  3     

⑭  個人情報に十分注意しているか  24  3   

入口のスペースが狭いため、支援等の内容

が他の人に分かってしまい、嫌だなと思うこと

がある。（子どもの発達程度が分かってしま

うこと） 

ご指摘ありがとうございます。支援

室にてお話を伺うこともできますの

で、ぜひ、支援室にお入りくださ

い。 

非

常

時

等

の

対

応 

⑮  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアルを策定し、保護者に周知・説明されて

いるか  

23  2 1    

⑯  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
 26 1      

満

足

度 

⑰  子どもは通所を楽しみにしているか  23  3   

 ・「休みたくない」と言っています。「あ～楽し

みだなあ」とも言います。 

・毎回とても楽しみに通っています。 

・基本的にはいやがりますが入ってしまうと楽

しくやっています。 

・親としては自宅から近い他校舎だと助かる

気持ちはありますが、子どもが掛川校の雰囲

気や先生方の事が大好きで通所をとても楽

しみにしているので、私も送迎を頑張れます。

悩みに対しても適したアドバイスをしてくれて、

こちらに出会えて本当に良かったと感じていま

す。 

・子どもはきらりでたくさんの事を学んでいま

す。私自身も、どうしたら子どもが生活しやす

くなるか、困らなくなるか、一緒に考える相手



がいてくれて、先生方には本当に助けられて

います。ありがとうございます。これからも沢山

情報をお伝えします。関わる先生、全員で共

有してどうか子どもの事をよろしくお願いしま

す。 

・学校が終わった後で疲れている時間帯でも

楽しく通えている。希望を聞いてくれるので、

短い時間の中でも本当に必要なことができて

いる。 

励みになるお言葉ありがとうござい

ます。楽しんで課題に取り組んでい

ただけるよう、日々精進してまいり

ます。 

⑱  事業所の支援に満足しているか  25  1   

  

  

  

  

    

                                                    

i  放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関す

るアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支

援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成す

る。  
ii 

  事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障害特性や課題、平日／休日／長

期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。   

  


